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発表の概要
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自転車の現状
自転車の所有率 都道府県別 保有台数 人口 保有率

（千台） 人口/保有台数

北海道 2523 5663 2.2
青森 713 1487 2.1
岩手 600 1411 2.4
宮城 1040 2350 2.3
秋田 582 1182 2
山形 525 1233 2.3
福島 896 2123 2.4
茨城 1490 2994 2
栃木 1079 2005 1.9
群馬 908 2023 2.2
埼玉 4961 6954 1.4
千葉 3750 5978 1.6
東京 8358 11996 1.4

神奈川 4571 8547 1.9
新潟 1121 2464 2.2
富山 513 1121 2.2
石川 542 1176 2.2
福井 448 826 1.8
山梨 303 884 2.9
長野 1013 2203 2.2
岐阜 1079 2109 2
静岡 1954 3770 1.9
愛知 4236 6998 1.7
三重 917 1858 2
滋賀 817 1348 1.6
京都 1567 2564 1.6
大阪 6289 8644 1.4
兵庫 3034 5561 1.8
奈良 749 1442 1.9

和歌山 551 1079 2
鳥取 309 616 2
島根 305 757 2.5
岡山 1085 1957 1.8
広島 1474 2871 1.9
山口 666 1518 2.3
徳島 416 827 2
香川 576 1031 1.8
愛媛 767 1502 2
高知 387 813 2.1
福岡 2143 5002 2.3
佐賀 412 879 2.1
長崎 382 1517 4
熊本 827 1867 2.3
大分 404 1230 3
宮崎 522 1180 2.3

鹿児島 600 1776 3
沖縄 187 1353 7.2

人口の約５０％が自転車を持っている

違法駐輪は重要な
問題である
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9万台その他

104万台処分台数

134万台返還台数

247万台撤去台数

違法駐輪による問題と現在の状況

歩行障害

景観問題

撤去・処分に費用がかかる駐輪場⇒増加

放置自転車⇒現状維持
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違法駐輪対策の現状

自転車の撤去 駐輪場の値下げ

撤去には費用がかかる

撤去の回数は限られる

川崎市で違法駐輪３割減

効果はあるが
ほかにも改善できるところ

があるはず

いたちごっこ
のような状態

効率的な駐輪場配置について考察
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・図の線上が道路と仮定
・１マスの１辺は１００メートル
・駅の利用者は駅から３㌔以内の人
・自転車は徒歩の５倍のスピード

駐輪場配置の利用者制限モデル

駅

駐輪場

利用者を制限するのが一つの効率的な方法

：駐輪場

：駅

駅からの距離を離せば駐輪場
の規模が小さくてすむ
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駐輪場２ヶ所の場合の配置①

隣り合った場所に２ヶ所 利用者からは１ヶ所とみなされてしまう

効率的ではない

２ヶ所である
意味がない

駅

A B

駐輪場Aの利用者

駐輪場Bの利用者
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駐輪場２ヶ所の場合の配置②

駅からの直線上に２ヶ所 駅から遠いほうの駐輪場が利用されない

効率的ではない

この場合はB

駅

A

B

駐輪場Aの利用者

駐輪場Bの利用者



卒業研究発表会 9

駐輪場２ヶ所の場合の配置③

駅をはさんで同じ距離に２ヶ所 利用客が駅をはさんで二等分される

効率的な駐輪場配置である

駅

A

B

駐輪場Aの利用者

駐輪場Bの利用者
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実在の駅周辺にある駐輪場の配置の考察①

効率的な配置ではない
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実在の駅周辺にある駐輪場の配置の考察②

駐輪場の配置が東口は良く、西口はあまり良くない

規模が小さいのに利用者の範囲は大きい
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今後の課題

� 新しく駐輪場を作る際の規模や予算

� 駅付近の駐輪に影響を与えそうな建物

� 駐輪場配置と違法駐輪の位置関係

効率的な駐輪場配置を見つけるための方法の確立
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ご清聴ありがとうございました


